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豊島区立中学校における骨密度測定事業について
-第２報-



東京都の学校給食牛乳供給事業

豊島区立中学校における骨密度測定事業

骨
密
度
測
定

平成21年まで
事業仕分けにより骨密度測定廃止

豊島区豊島区

骨密度
測定

再検討
協議

豊島区学校保健会事業として継続
・栄養や運動の必要性など成長期の保健指導に有効である
・中学校食育部会の研究テーマが「測定後の栄養指導」

平成２２年～



豊島区学校保健会の共同研究事業
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目 的

 中学生の低骨密度頻度と骨密度に関連す
る食事や運動などの生活習慣や、骨密度
測定結果の保健指導への活用法について
検討し、骨密度事業の有用性を検証する



加齢による骨量の変化



骨粗鬆症とは

骨折
背骨が圧迫されてつぶれていく
背中が丸くなり、内臓が圧迫される
痛みのために、生活がしにくい



大人になってからでは遅い ！

思春期にどれだけ骨密度を

高めるかがポイント



【対 象】豊島区立中学校（８校）小学校（１校）

ジュニアサッカーチーム

（男子2,047名、女子2,043名）

【期 間】 2010年9月～2012年１2月

2013年8月 ジュニアサッカーチーム

【項 目】 ①骨密度測定

②生活習慣アンケート（記述式）

方 法

・超音波骨量測定装置GE社製（A-1000EXPRESS）を用い、踵骨の骨密度を臨床検査技師が測定
（豊島区学校医会が２台購入し、寄贈）

・「スティフネス」→骨密度指標を算出

・「スティフネス同年齢比較」→各対象者の年齢、性別における健常日本人
の平均スティフネス値と比較した割合（％）

骨密度測定機器と項目



骨密度測定結果の活用と解析

スティフネス
同年齢比較

結果の活用

①生徒・保護者へフィードバック
②養護教諭による食育・保健指導
③生徒による学芸会や学校集会での
発表 DVD作成

① 「スティフネス同年齢比較」を用いて低骨
密度傾向（70％未満）にある者の割合を
男女別・学校別に検討

② ２年間測定を行った生徒の「スティフネス
増加量」と生活習慣アンケート（食事、睡
眠、運動）との関連性を検討

結果の解析









骨密度測定風景



ＮＨＫ「首都圏ネットワーク」番組

“骨粗しょう症若い頃から対策を”

平成２４年９月１８日放送
ＤＶＤをご覧下さい



（結果）
男女別・学年別スティフネスの平均値

（２３年度と２４年度の比較）
中学２年生

23年度 24年度

男性（790） 95.2±16.3（344） 100.2±15.1（446）

女性（983） 100.3±14.9（569） 100.3±15.1（414）

中学３年生

23年度 24年度

男性（606） 100.1±17.2（235） 101.8±17.6（371）

女性（563） 103.6±28.3（201） 99.2±15.2（362）

（ ）内は人数



男女別・学年別 同年齢比較の平均値
（％）

中学２年生

23年度 24年度

男性（790） 103.3±17.7（344） 108.6±16.2（446）

女性（983） 111.8±16.7（569） 111.9±16.8（414）

＊男子では24 年度で有意に高く、女子 では有意差は認めない

中学３年生

23年度 24年度

男性（606） 105.3±18.1（235） 105.4±18.1（371）

女性（563） 111.4±30.3（201） 107.5±16.4（362）

＊男子は有意 差なく、女子では24年度で 有意に低い（ ）内は人数



低骨密度傾向にある者の割合
（平成22年度～平成24年度）

「スティフネス同年齢比較」を用いて低骨密度傾向
（70％未満）にある者の割合を検討した
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小学校6年生における骨密度の平均値

男子(35) 女子(31)

スティフネス平均値 92.2±10.9 97.0±13.0

スティフネス若年比較(％) 88.5±10.4 105.8±14.8

＊スティフネス平均値
男女差なし

＊スティフネス若年比較(％)
女子で有意に高い

（ ）内は人数



小学校６年生の筋肉量と骨との関係

y = 1.1981x + 53.1
R=0.45
P＜0.01

y = 2.0286x + 35.3
R = 0.43
P＜0.05
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スティフネス年間増加量
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スティフネス年間増加量
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＊平成22年度と23年度の2回計測ができた生徒のデータ

＜スティフネス年間増加量＞は男子より女子で多い傾向が認められた。
＜年間増加量と生活習慣との関連＞
男子では不規則な睡眠、女子はテレビ視聴時間が長い生徒で年間増加量の低下傾向
が認められた

（％）
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小学校6年生男子の
運動習慣と骨密度との関係

運動群非運動群

P＜0.001



数値はスティフネス



単位はスティフネス



１日に必要なカルシウムの量



カルシウムたっぷり献立（２７日）

ご飯
５ｍｇ

ふりかけ
３８ｍｇ

肉豆腐
１９０ｍｇ

ししゃも
１３２ｍｇ

お浸し
５６ｍｇ

ヨーグルト
９９ｍｇ

牛乳
２２７ｍｇ

この日の合計は、７４７ｍｇ

給食では、１日４２０ｍｇ
↓

残り半分は自分で摂取！











今後にむけて
• 中学生骨密度測定を豊島区学校保健会事業として継
続し、学校医、行政、大学との共同研究として行って
いるが、今回、平成２４年度測定結果に小学校１校
（骨密度と筋肉量）、ジュニアサッカー選手（骨密度と
運動）の結果を加え、養護教諭や生徒の保健教育の
実践について紹介し、第２報として報告した。

・ 中学生時の運動と良好なカルシウムの摂取は、将来
の骨粗しょう症の頻度を下げるのに有用な方法であ
る。今回の調査で僅かながら低骨密度傾向の割合が
減少し、骨密度を通じた食育活動の効果が認められ
た。低下傾向の原因は明らかでないが、今後数年を
かけて骨密度・生活習慣の追跡調査を行い、総合的
な「食育」ができる環境づくりを推進していく予定であ
る。



共同研究者氏名

田村仁、大蔵眞一、清水拡行、荒木崇、湊道嘉、茂木豊、 豊島区医師会学校医部

衛藤公治、山下和郎、渡邉伸介（会長）

久保田邦之、、原田晴彦、松丸清、宮川裕子、富田香 豊島区学校医会

田中俊昭、中山行雄、日下部弘之、堀利光、佐々木弘子、 豊島区学校保健会

田中睦子

鈴木光幸、本田由佳、簑輪圭、時田章史、清水俊明 順天堂大学医学部小児科

井上一 豊島区教育委員会

高野之夫（区長） 豊島区



ご清聴ありがとうございました

東京都豊島区は、

平成24年、区政施行８０周年を迎え、安全・安心の世界基準である

ＷＨＯ（世界保健機関）セ－フコミュニティの国際認証を日本で５番目に取得しました。

「安全・安心なまちづくり」ー豊島区のそして日本の将来をになう子ども達が、心身ともに健康に

一生を暮せる社会をめざしこの活動を進めていきたいと思います。

今後とも、ご指導、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。


